
令和６年５月2０日

内閣府 健康・医療戦略推進事務局

高齢社会対策に資する
研究開発の推進について

資料５－２



１．ムーンショット目標７「2040年までに、主要な疾患を予
防・克服し100歳まで健康不安なく人生を楽しむためのサ
ステイナブルな医療・介護システムを実現」
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平均寿命 健康寿命

健康寿命とは、健康な状態で生存する期間、あるいは、その指標の総称
（活動制限なし、自覚的健康、介護の必要なし、慢性疾患なし等）

87.45歳
75.38歳

72.68歳
8.73年

不健康時間：平均寿命と健康寿命の差

81.41歳

12.07年

出典：平均寿命は厚生労働省「令和２年簡易生命表」より、健康寿命は「令和3年度 厚生労働行政推進調査事業費補助金
（循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業） 「健康日本２１（第二次）の総合的評価と次期健康づくり運
動に向けた研究」分担研究報告書「健康寿命の算定・評価と延伸可能性の予測に関する研究」 よりAMED作成。

（歳）

2019年
男性；  8.73歳
女性；12.07歳

「不健康時間」を
限りなくゼロにする

ムーンショット目標７の方針① 不健康時間を限りなくゼロに
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主要な疾患を予防・克服し100歳まで健康不安なく
人生を楽しむためのサステイナブルな医療・介護システムを実現 とは

• 日本人の平均寿命は確かに延びましたが、問題なのは健康寿命です。介護してもらう必要もなく、加齢にともなう慢性疾患
などを抱えず健康でいられる「健康寿命」と平均寿命の差が、現在は約10年もあります。

• 「生活の質」に重点をおきながら病気を治す医療、不健康な状態にならない予防医学が重要になっています。

• 「100歳まで健康不安なく」というのは、言い換えれば平均寿命と健康寿命の差を限りなくゼロに近づけることです。

• 2040年に100歳まで健康で生きられる となったら、最初の人生とは全く違う 2回目の人生を送ることも可能となります。

Target
1 日常生活の中で

自然と予防ができる社会の実現
Target

2 世界中のどこにいても
必要な医療にアクセスできる
メディカルネットワークの実現

Target
3 負荷を感じずに

QoLの劇的な改善を実現
(健康格差をなくすインクルージョン社会の実現)

負荷を感じないリハビリ等で身体
機能を回復させる技術、不調と
なって生体制御システムを正常化
する技術、機能が衰えた臓器を再
生・代替する技術等を開発するこ
とで、介護に依存せず在宅で自律
的な生活ができます。

簡便な検査や治療を家庭等で行う
ための診断・治療機器や、一部の
慢性疾患の診断・治療フリー技術

等で、地域に関わら
ず、また災害時や

緊急時でも平時と同
等の医療を受けること
ができます。

免疫システムや睡眠の制御等によ
り健康を維持し疾患の発症・重症
化を予防するための技術や、日常
生活の場面で個人の心身状態を可
視化・予測し、各人に最適な健康

維持の行動を自発的に
促すことで、心身共に健
康を維持できる社会基盤

を構築することができます。
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ムーンショット目標７の概要



関節リウマチ
エリテマトーデス
甲状腺炎
1型糖尿病
多発性硬化症

など

自己
免疫病

アルツハイマー
2型糖尿病
肝炎
心臓血管疾患
動脈硬化症
腎炎 など

炎症性
疾患

肺がん
肝臓がん
胃がん
大腸がん
膵臓がん
乳がん
前立腺がん など

がん

慢性炎症 

加齢に伴う疾患には慢性炎症がベースにある

引き金
組織損傷

感染 肥満

老化 喫煙

大気汚染

突然変異
プレがん細胞ストレス

神経刺激/睡眠負債など など

ムーンショット目標７の方針② 慢性炎症を制御する
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日米がん連携

FS Feasibility
Study

村上正晃PM
微小炎症制御

１：量子生体イメージング
２：量子ウエアラブルデバイス
３：免疫・炎症の制御

柳沢正史PM
睡眠制御

１：レム睡眠制御によるうつ病・認知症などの予防
２：災害時や緊急時の睡眠医療

阿部高明PM
ミトコンドリア制御

１：ミトコンドリア機能改善で疾患予防
２：ミトコンドリアセンサー
３：ミトコンドリア病など治療薬

中西真PM

リソソーム
老化細胞制御

１：がん・動脈硬化・認知症などの予防
２：どこでも老化度測定、 PETセンサー
３：老化抑制

リプログラミング
栗田昌和PMFS

３：創傷治癒の促進四肢などの
再生組織の若返り

FS 古関明彦PM

がん細胞を
正常細胞へ

１：慢性炎症の理解と制御によるがん予防
２：がん検診でリスク０の診断と医療
３：身体機能を維持したがん治療

西川博嘉PM

発がん予防
がん免疫制御

１：がん超早期検出で予防と治療
２：ウェラブルデバイスで高感度生体モニタリング
３：発がんゼロで健康寿命延長と医療負担軽減

南学正臣PM

どこでも炎症制御

１：医工連携の健康管理と疾患の超早期発見
２：おうちで慢性炎症測定＆制御
３：生活習慣病克服

本田賢也PM

腸内細菌制御

１：食事を含む腸内細菌介入で老化予防
２：便で簡単に健康状態と病態把握
３：腸内細菌の新しい治療法

R4採択 慢性炎症制御  
健康長寿社会実現の基本

ターゲット１：自然と予防
ターゲット２：メディカルネットワーク
ターゲット３：QoLの劇的な改善

R4採択

R4採択 R4採択

R2採択

R2採択

R2採択

R2採択

R2採択

【令和5年11月終了】

プログラムの体制図
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第4回公募の概要、スケジュール、評価体制

新しい資本主義実行計画及び骨太方針に記載された認知症への取組を実現す
るため「認知症・脳神経疾患研究開発イニシアティブ」の一つとして、「認
知症克服への挑戦」をテーマに、従来と全く異なる新しいアプローチの研究
開発を行うプロジェクトマネージャー(PM)を募集する。目標７のキーワード
である「慢性炎症」と共に、認知症に対して「再生」「根治」「予防」の、
いずれかまたは複数の観点が含まれる、革新的な研究開発が提案されること
を期待している。

公 募 期 間： 2024年3月1日(金)～4月22日(月)正午
書 面 審 査： 2024年4月下旬～6月中旬(予定)
ヒアリング審査： 2024年7月上旬～中旬(予定)
採 択 者 通 知： 2024年8月下旬(予定)
研 究 開 始： 2024年10月1日(火)(予定)

第4回公募を審査する事前評価委員には、認知症・脳神経疾患の専門家２名に
加わっていただくと共に、ELSI、規制科学分野を始め、評価体制の強化とし
て、新たに5名の評価委員を委嘱し、評価体制を強化する。
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２．令和６年度予算における
主な疾患領域に関連した研究開発の概要
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 がんの生物学的本態解明に迫る研究開発や、患者のがんゲノム情報等の臨床データに基づいた研究開発
 個別化治療に資する診断薬・治療薬の開発や免疫療法や遺伝子治療等をはじめとする新しい治療法の開発 等

フ
ェ
ー
ズ

基礎研究 臨床研究・治験 実用化非臨床応用研究

疾患領域に関連した研究開発（がん）

実
用
化
（市
販
・医
療
現
場
へ
の
普
及
等
）
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日本医療研究開発機構対象経費
令和６年度予算額163億円の内数

（※）これら以外に疾患横断的な事業にて公募の結果、個別の疾患研究を行う可能性がある

● 革新的がん医療実用化研究事業

医薬品：
予算額22億円

医療機器：
予算額２億円

再生・細胞・遺伝子治療：
予算額13億円

ゲノム・データ基盤：
予算額43億円

疾患基礎研究：
予算額9億円

総額：予算額89億円

個別化治療に資する診断薬・治療薬の開発や免疫療法等を
はじめとする新しい治療開発を推進

がんの早期発見、低侵襲治療等のための医療機器開発等

免疫細胞療法、遺伝子治療薬等や、がん
ゲノム医療、個別化医療等に関する研究

難治性のがんの早期発見を可能とする技術、より低侵襲治療を可能とする根治性の
高い治療等の患者にやさしい医療技術、データ基盤に関わる研究。がん患者のより
良い医療の推進のため、全ゲノム解析等実行計画に基づき、臨床実装を見据え、が
んの再発分野等の課題を明確に設定した上で全ゲノム解析を推進

患者背景因子、遺伝子異常プロファイル等の情報に
基づいた本態解明

● 医療・介護・健康データ利活用基盤高度化事業
(高度遠隔医療ネットワーク実用化研究事業)
高精細映像データ通信機能への対応、複数コンソールの遠隔手術における実証、
アノテーション機能の検証、5G等多様な通信環境での技術要件の検討・実証、
ガイドライン化のための総合評価

予算額３億円

■文科省、■厚労省、■経産省、■総務省

連
携
・協
力

● 次世代がん医療加速化研究事業 予算額35億円
基礎研究
成果の導出

臨床課題の
フィードバック

次世代がん医療の創生に向けて出口を意識した国際的にも
質の高い基礎的研究の支援、着実に企業や他事業への導
出を進めるとともに、がんの本質の更なる追究に努め、臨床
現場を大きく変革するような、新たな医薬品等の早期社会実
装

● 医療機器等における先進的研究開発・開発体制強靭化事業

先進的な医療機器・システム等の開発、
基盤技術の開発等を支援

予算37億円の内数



● 脳神経科学統合プログラム

革新技術・研究基盤を発展させ、脳のメカニズム解明等を進めるととも
に、脳神経疾患・精神疾患の画期的な診断・治療・創薬等シーズの研
究開発を推進する。

（前プログラムからの継続事業（令和６年度まで））
精神・神経疾患メカニズム解明プロジェクト

脳機能や疾患メカニズムの解明のための研究開発を加速

領域横断的かつ萌芽的脳研究プロジェクト

領域横断的な脳科学研究とイノベーション創出に向けた萌芽的な

研究開発を推進

フ
ェ
ー
ズ

基礎研究 臨床研究・治験 実用化非臨床応用研究

実
用
化
（市
販
・医
療
現
場
へ
の
普
及
等
）

10（※）これら以外に疾患横断的な事業にて公募の結果、個別の疾患研究を行う可能性がある

 モデル生物を用いた認知症等の神経変性疾患のメカニズム解明
 認知症に関する薬剤治験対応コホート構築やゲノム情報等の集積及びこれらを活用したバイオマーカー研究や病態解明
 認知症に関する非薬物療法の確立及び官民連携による認知症予防・進行抑制の基盤整備 等

疾患領域に関連した研究開発（老年医学・認知症） 日本医療研究開発機構対象経費
令和６年度予算額82億円の内数

● 長寿科学研究開発事業

 高齢者の医療・介護を支援する基盤整備の推進

予算額２億円

認知症コホート・レジストリ研究及びゲノム研究等の推進

認知症の早期発見、層別化、病態解明等を目指した研究の推
進

疾患基礎研究：
予算額２億円

ゲノム・データ基盤：
予算額９億円

連携・協力

総額：予算額13億円● 認知症研究開発事業

■文科省、■厚労省、■経産省

予算額65億円の内数

医薬品
予算額２億円

創薬の推進

● 予防・健康づくりの社会実装に向けた
研究開発基盤整備事業

認知症をめぐる共生・予防、
および早期検知に係るエビデンス構築の支援

予算額２億円
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